
２０２６年 5 月 11 日 

一般社団法人 J ミルク 

 

2026 年度Ｊミルク事業に関する事業協力者の募集について（4 回目）  

 

一般社団法人 J ミルク（以下、J ミルク）は、 独立行政法人農畜産業振興機構が実施する「令和 8 年度国

産牛乳乳製品の需要拡大等事業」の一部事業を活用し、国産牛乳乳製品の需要拡大に向けた取り組みを実

施します。つきましては、当該事業を実施するにあたり、2026 年度の事業協力者を募集します。本事業への協

力を希望される方は、下記の要領にてご応募ください。 

    

記 

第1 趣旨 

日本の牛乳・乳製品の安定的な供給基盤の確保、飲用需要の低迷及び乳製品需給のアンバランスへ

の対応といった酪農乳業の共通課題の解決に当たっては、国産牛乳・乳製品の需要の創出・拡大が急務

となっています。 

J ミルクでは、国内外の業界情報の収集・発信や各種広報・プロモーション活動等を通じて、牛乳・乳製

品の価値向上及び需要の創出・拡大に取り組んでいます。さらに「牛乳でスマイルプロジェクト」のもと、全国

の酪農乳業関係者による業界一体となった需要拡大活動を推進し、取組の一層の強化を図っています。 

今後、これらの取り組みをより効果的かつ効率的に推進し、課題解決及び需要拡大を一層加速させる

ため、事業協力者を募集し、牛乳・乳製品の価値向上並びに国産牛乳・乳製品の需要の創出・拡大に資

する取り組みを実施します。 

 

第2 対象事業 

別紙 1：2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業 の通り 

 

第3 応募資格 

本事業を実施する経験及び能力を有し、業務及び経理等について適切かつ効率的な管理体制をもつこと。 

 

第4 応募手続 

1． 募集期間 2026 年 5 月 11 日(月)から 2026 年 5 月 22 日(金)15 時まで 

2． 応募方法等 

別紙 2「2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書」と、事業に関す

る提案書（以下「企画提案書」という。）を 1 部添付し募集期間内に「応募・照会等窓口」にメールにて

提出すること。 

3． その他 応募に係る費用は一切支給しないものとする。 

 

第5 企画提案書  

1． 企画提案書は以下の項目について記載すること。 

書類の様式等は定めないが、1 事業あたり A4 版 10 ページまでに取りまとめることとする。(表紙･会

社概要･見積書は含めない)なお、企画提案書は、別紙の事業の区分を明確にして作成すること。 

また、複数事業に応募する場合は、会社概要等重複する内容については、省略可。 



(1) 実施計画、実施方法及び実施体制 

事業毎の実施計画・内容・スケジュールを記述すること。また社内の実施体制、責任者、必要

に応じて主要なクリエーター及びライター、パートナー会社等を明確にすること。 

(2) 事業に必要な経費及びその積算内訳(見積書・消費税込) 

・企画費・管理費等については、その合理的根拠を明確にすること。例えば、企画及び管理に

必要な作業量やその単価等。 

・別紙 1 の各事業において、複数の事業内容を個別に応募することができると表示している場

合には、事業の一部を応募することも可能。この場合は応募内容を明示の上、応募すること。 

(3) 関連事業の実績 

事業毎に類似する実績があれば記載すること。 

(4) その他参考となる資料 

 

2． 提出された企画提案書は次の通り取り扱うこととする。 

(1) 企画提案書は返却しない。 

(2) 企画提案書は採点等本事業にかかる事務手続以外の目的に使用しない。 

 

第6 事業協力者の選定等 

1. 事業協力者の選定については、企画提案書を選定会議で審査することにより行う。なお審査を行う

上で必要があるときは参加者に対し企画提案書の内容について説明を求めることがある。 

2. 選定の基準は①企画内容、②価格の順に選定する。 

3. 選定結果は 2026 年 5 月 27 日(水)までにすべての参加者に通知する。 

 

第7 事業実施等 

事業実施内容は、企画提案内容を両者で協議のうえ決定する。実施期間は、契約の日から 202７年 3月

末日までとする。 

 

第8 応募・照会等窓口 

○本事業の詳細のお問い合わせは下記宛てにお願いします。 

○応募は、担当者 2 名にメールでご提出ください。 

 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-1-20 御茶ノ水安田ビル 5 階 

TEL：03-5577-7494 

一般社団法人 J ミルク コミュニケーショングループ 金山純一郎 （j-kanayama★ｊ-ｍｉｌｋ.jp） 

一般社団法人 J ミルク コミュニケーショングループ 鈴木浩子 （h-suzuki★j-milk.jp） 

※メール送信の際は★を＠マークへ変更の上、送信をお願いいたします。  

 

以上

 



2026 年 5 月 11 日 

2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業（第 4 回）  

事

業 

Ｎｏ 

実施項目 事業目的 実施内容 
実施 

期間 

主な 

ターゲット 

訴求する主な 

価値 
企画・応募にあたっての留意点 

予算の上限 

(千円･税込) 

1 

国産牛乳乳製品を

活用した視覚障害

者の食生活支援企

画の立案と実行 

視覚障害者が直面す

る食生活上の課題（調

理の不安や情報不足

等）を解消し、安全か

つ継続的に牛乳・乳製

品を摂取できる環境整

備を図る。 

あわせて、カルシウム

等の栄養素の安定的

な摂取を通じた健康維

持（特に加齢に伴う骨

粗しょう症リスク低減）

に寄与するとともに、家

族・支援者を含む周辺

層への理解を促進し、

国産牛乳・乳製品の新

たな需要基盤の構築と

拡大を図る。 

本事業は、牛乳・乳製品の需要拡大に向け官民一体となって取り組む「牛乳でスマイルプロ

ジェクト」のもと、視覚障害者およびその支援者が日常生活において牛乳・乳製品を安全かつ

継続的に活用できるよう、以下の取組を一体的に企画・実施するものである。 

 

（１）視覚障害者向けレシピ開発およびレシピ資材の制作・配布 

視覚障害者が日常の調理場面で、かつ安全に牛乳・乳製品を活用できるレシピの企画・開発

し、日常生活で使いやすく分かりやすいレシピ資材の制作・配布までを一体的に実施する。 

【実施要件】 

・視覚障害特性に配慮した火を使わない調理や手指の感覚で計量・確認しやすい工程の提

示 

・国産牛乳の栄養価値に加え、生産背景や牛乳・乳製品の活用促進につながる内容構成（Ｊ

ミルクより発信している「乳和食」「ミルクレシピ」等の活用促進など）等の活用メリットを網羅 

・大活字・点字、高コントラスト配置など、視覚特性に配慮したデザインの採用 

・配布先：全国の視覚障害者、盲学校、点字図書館、関連福祉施設等 

 

（２）音声コンテンツの制作および情報発信環境の整備 

音声による情報取得ニーズに対応したコンテンツを制作し、アクセシビリティに優れた発信環境

を構築する。 

【実施要件】 

・デイジー形式等による音声図書の制作（レシピ紹介、栄養価等の解説を収録） 

・支援者・家族も利用可能な構成 

・スクリーンリーダー（画面読み上げソフト）に対応した特設ページ等の開設・整備 

＜主な業務内容＞ 

・事業全体の企画立案・進行管理 

・レシピ開発および音声コンテンツの企画・制作 

・関係団体（視覚障害者団体、栄養士、専門機関等）との連携・調整 

・資材の発送・配布および成果物のデジタルアーカイブ化による二次活用（教育・福祉現場

等）の促進、情報発信の実施 

・事務局運営（進行管理、問い合わせ対応等） 

 

26 年 6

月～27

年 3 月 

・視覚障害

者 

・ガイドヘル

パー、家

族、食事提

供者等の支

援者 

・視覚障害

者関連施

設・団体、

盲学校、点

字図書館、

視覚障害者

情報提供施

設、就労支

援事業所 

牛乳・乳製品の

栄養価値（特に

カルシウム）、お

よび骨粗しょう症

予防等の健康メ

リット。 

・日常生活での

視覚に依存しす

ぎず、安全かつ

簡便に調理・摂

取できる実践的

な手法の提供。 

・誰もが取り入れ

やすく、豊かな食

卓を実現できる

汎用性の高い食

習慣の提案 

・視覚障害の特性に配慮し、触覚・音

声・大活字などを活用した、使いやすく

分かりやすい設計とすること 

・一過性のイベントに終わらせず、日常

生活に定着可能な内容とし、全国のど

の地域に居住していても活用できるよ

う、広域的な展開モデルを構築するこ

と。 

・全国の視覚障害者団体、支援機関、

福祉施設等との連携体制を整備・構築

し、確実にターゲットの手元へ情報・資

材が届く配送・普及ルートを確保するこ

と。 

・成果物の二次活用（教育・福祉現場

等）を想定し、デジタル活用などによる

普及策を盛り込むこと。 

 

3,500 

別紙 1 



2 

牛乳販売店を活用

した牛乳乳製品の

価値を高める広報

活動の企画立案と

実行 

牛乳・乳製品の価値、

宅配サービスの価値

理解促進による消費

拡大、新規顧客の獲

得促進。 

本事業は、牛乳・乳製品の需要拡大に向け官民一体となって取り組む「牛乳でスマイルプロ

ジェクト」のもと、全国の牛乳販売店（宅配事業者）を活用し、既存利用者および新規顧客とな

る消費者に対して、牛乳・乳製品の栄養・健康面の価値や宅配サービスの価値を分かりやすく

伝える販促物（リーフレットなど）を作成・配布し、消費拡大をめざすものである。 

販促物は、約 100 万部（世帯）、発送先は全国の約 1000～1500 の牛乳販売店を想定して

いる。 

制作にあたっては、以下の観点を踏まえること。 

牛乳・乳製品の価値（栄養、機能、素材特性等）に関する理解促進  

・継続的な飲用（喫食）習慣の形成や日常の食卓に取り入れやすい活用法の紹介に資する内

容設計  

・既存顧客の利用頻度向上および新規顧客獲得の双方に寄与する構成  

・特定の季節・期間に限定されず、通年で活用可能な内容設計【主な業務内容】 

・広報・PR 戦略の企画立案  

・戦略に準じた販促物の企画・デザイン制作  

・印刷および発送手配  

・牛乳販売店との調整・配布管理  

・事務局運営（問い合わせ対応、進行管理等）  

・PR 企画の立案、販促物デザイン作成及び印刷・発送、事務局運営など 

＜参考＞ 

▶「牛乳でスマイルプロジェクト」ポータルサイト  

https://smile.j-milk.jp/ 

 

26 年 6

月～27

年 3 月 

高齢者及び

子どもの保

護者層など

の生活者 

牛乳販売店の顧

客層（新規開拓

層含む）にあわせ

た健康や栄養面

の価値情報 

・牛乳販売店の全国団体および都道

府県単位の関連団体と連携し、円滑な

配布体制を構築すること  

・配布希望数の集約、発送調整等を含

めた事務局機能を適切に設計・運営す

ること  

・販促物の内容が、対象層に応じて分

かりやすく、行動変容（購入・継続利

用）につながる構成となっていること  

・実施後の定量・定性の両面からの効

果検証（配布実績、顧客反応、需要喚

起への寄与等）を行い、成果を整理

し、次年度以降の消費拡大施策に資

する報告書まとめること。 

8,000 

https://smile.j-milk.jp/


別紙 2 

2026 年  月  日 

一般社団法人 J ミルク 専務理事 殿 

住所 

商号または名称 

代表者氏名 

 

2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書 

 

標記、事業に係る企画提案書を下記の通り提出します。 

記 

応募事業 応募する事業に○を記入。 

応募事業 

(○を記入) 
No 実施項目 

 1 国産牛乳乳製品を活用した視覚障害者の食生活支援企画の立案と実行 

 2 牛牛乳販売店を活用した牛乳乳製品の価値を高める広報活動の企画立案と実行 

 

添付書類：企画提案書 1 部 

 

【連絡先・担当者】 

氏名（ふりがな）  

所属・役職  

電話番号  

E-mail  

以上 
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